
 

 

令和８年度 第１回 

一般財団法人 静岡県老人クラブ連合会 評議員会 
 
 日 時：令和８年６月１０日(水)午前 10 時 30 分 

 会 場：静岡県総合社会福祉会館 101 会議室 

 

次   第 

 
１ 開  会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議案審議 

 第１号議案  令和７年度収入支出決算報告（案）について 

第２号議案  理事の選任について 

第３号議案  評議員の選任について 

 

４ 報告事項 

(1) 令和７年度事業報告について 

(2) 令和８年度女性委員会の活動について  

(3) 令和８年度若手委員会の活動について 

(4) 令和８年度全国老人クラブ連合会会長表彰候補者の推薦について 

(5) 第 55 回全国老人クラブ大会について   

(6) 令和８年度ブロック老人クラブリーダー研修会について 

（7）小山町シニアクラブ連合会について 

 

５ その他 

 ・第２回評議員会   令和９年３月１８日（木） １３時３０分～ 



令和８年度第１回評議員会 議案 

 

 

【議 案】 

 第１号議案 令和７年度収入支出決算報告（案）について ……………… １ 

 第２号議案 理事の選任について …………………………………………… ３ 

 第３号議案 評議員の選任について ………………………………………… ４ 

 

 

【報告事項】 

 １ 令和７年度事業報告について …………………………………………… ５ 

２ 令和８年度女性委員会の活動について ………………………………… ６ 

３ 令和８年度若手委員会の活動について ………………………………… ７ 

４ 令和８年度全国老人クラブ連合会会長表彰候補者の推薦について………９ 

５ 第 55 回全国老人クラブ大会について  …………………………………… 10 

６ 令和８年度関東甲信越静ブロック老人クラブリーダー研修会について…11 

７ 小山町シニアクラブ連合会について…………………………………………12 

 

 



評議員会 第１号議案 

 
 

令和７年度収入支出決算報告（案）について 

 
 

定款第８条第２項の規定により、令和７年度の収入支出決算報告

（案）について、承認を求める。 



評議員会 第２号議案 

 

理事の選任について 

 

退任に伴う理事の選任について、定款第 22条第１項の規定により、次

のとおり選任するよう求める。 

 

１ 理事候補者 

(1) 市町連合会推薦候補者   ２人 

地 区 氏名（敬称略） 市・町 区 分 

中  部

(１人) 
児 玉 伸 昭 島 田 市 新 任 

西 部

(１人) 
田 中 恒 男 磐 田 市 新 任 

 

２ 就任の時期 

  令和８年度第１回評議員会の終結の時後。 

 

３ 任 期 

前任者の残任期間（就任の日から令和８年度に関する定時評議員

会の終結の時まで）とする。 

 



評議員会 第３号議案 

 

評議員の選任について 

 

退任に伴う評議員の選任について、定款第 11 条第 1項の規定によ

り、次のとおり選任するよう求める。 

 

１ 評議員候補者 

(1) 市町連合会推薦候補者   １ 人 

地 区 氏名（敬称略） 市・町 区 分 

東 部 鈴 木  博 熱 海 市 新 任 

(2) 学 識 経 験 者 候 補 者    １ 人 

氏 名 (敬称略)       団     体 区 分 

髙 橋 真 一 朗 (公財)しずおか健康長寿財団常務理事 新 任 

 

２ 就任の時期 

  令和８年度第１回評議員会の終結の時後。 

 

３ 任期 

  前任者の残任期間（就任の日から令和１０年度に関する定時評

議員会の終結の時まで）とする。 

 



報告事項（１） 

 
 

令和７年度事業報告について 

 
 

定款第８条第２項の規定により、令和７年度の事業報告をする。 



報告事項（２） 

 

令和８年度女性委員会の活動について 

 

１ レクリエーションダンス交流会の実施（東部・中部・西部）（継続） 
   健康づくり・フレイル予防の観点から今年度もレクリエーションダ

ンスの活動を応援します。 
   地区交流会は委託事業、ミニ交流会は助成事業に再整理 
 
２ 活動アピールができる世代間交流イベントへの積極的参画（継続） 

こどもだいがく、エコパキッチンカーフェス等 
 
３ 健康づくり等に有効なニュースポーツに積極的に挑戦（継続） 

モルック、ペットボトルボーリング、低床玉入れ、フライイングデ

イスク、e-スポーツ、ラダーゲッター等 
＊しずおか健康長寿財団で、今年度も講師派遣の事業アリ。 

 
４ 幹部リーダー研修会（継続） 

   日帰りの研修会とし、講座内容を正副委員長会議にて検討し、10 月

下旬から 12 月上旬に東部・中部・西部地区で開催予定。 
  （７年度までの女性リーダー研修会） 
 

５ 若手委員会との協働（継続） 

     女性委員会、若手委員会の活動を共有することでシニアクラブ全体

の活性化を図る。 
(昨年度と同様に、レクダンス、世代間交流イベント、ニュースポー

ツ等の機会をとらえ両委員会委員を中心に女性会員と若手会員の交

流を図る。) 
 更なるシニアクラブ活動の活性化に向け、総会、交流会、研修会等

の合同開催や再編を検討する。 
 

 



報告事項（３） 

 

令和８年度 若手委員会の活動について 

 

１ 会議の開催 

(1) 定例会の開催 

  ア 年度当初に若手委員会の定例会（総会）を開催する。 

  イ 必要が生じた場合、臨時又は地区別の若手委員会を開催する。 

(2) 政策幹事会の開催 

ア 必要に応じて政策幹事会を開催する。 

イ 地域交流会や歴史探訪ウオーキング等開催のため、地区ごとに政

策幹事会を開催する。 

 

２ 地域交流会の実施 (継続) 

加入促進に関する情報交換を行うなど各市町の若手委員会活動の活

性化を図るため、東部・中部・西部地区ごとに、女性リーダー等にも参

加頂く地域交流会を開催する。 
 

３ 健康（歴史探訪）ウオーキング大会の実施 (継続) 

各市町の若手会員等の交流・情報交換と健康増進を目的として、自

然・歴史等を探訪するウオーキング大会を東部・中部・西部地区ごとに

開催する。 
 

４ 若手委員地域交流推進事業の実施 (２年目) 

東、中、西部地域内の交流をより深化させ加入促進に結び付けるため、

若手委員が主体となって健康づくりに資する大会等（前記２及び３の

事業を除く）を市町連合会に委託する。 

 〇シニアクラブ袋井市 輪投げ大会 

 〇シニアクラブ長泉  グランドゴルフ大会 

 

５ 会員加入促進運動の推進 

若手委員会として、これ以上仲間を減らさないという強い意識の下、

令和６年度から始めた会員加入促進運動には、県若手委員会、市町若手



委員会(委員)としても積極的に仲間を増やすよう取り組んでいく。 

３月に県連合会各理事あてに「会員加入促進運動に関する提言」を行

い、「令和７年度第３回シニアクラブ理事会宣言」に結びついたため、

特に、宣言に掲載された、実践行動に積極的に取り組む。 

 

６ 若手委員会(委員)と女性委員会(委員)との連携強化 

県若手委員会、市町若手委員会において、イベント等での女性委員会

(委員)との企画段階からの協働などを通じて連携を深めてきた。 
更なるシニアクラブ活動の活性化に向け、総会、交流会、研修会等の

合同開催や再編を検討する。 
 

７ 地域情報の収集提供 

(1) 県連合会広報誌「シニアクラブ通信」（年２回）への投稿 

(2) 「シニアクラブ静岡県」ホームページへの情報提供 

ア 地域情報の収集提供 
イ 県連合会ホームページの CLUB LIST 活動報告欄への最新情報提供 
 



報告事項（４） 
 

令和８年度全国老人クラブ連合会会長表彰候補の推薦について 

 

令和７年度第３回理事会において、「女性リーダー」については、令和

８年度女性委員会総会で選任された者を候補者とすることを決定した。 

令和８年５月 19 日の女性委員会総会において、以下の者を選任した。 

 

 女性リーダー推薦候補者  飯 塚 泰 子（熱海市） 

 

 

【参考１】女性リーダー（令和６年度新設） 

 【推薦基準】 県連合会又は市町老連の女性委員、女性部会員等の活

動歴５年以上（ＯＢも可、役員歴及び表彰歴共に不要） 

        ただし、過去育成功労被表彰者を除く。 

 【推 薦 枠】 １人 

 【推薦候補】 女性委員会は、次の基準により選任。 

         ① 県女性委員会において最も長く活躍している又は

活躍した（退任４年以内）要件充足者 

        ② ①に該当する者が複数いる場合は、最も高齢の者 

 

【参考２】その他の候補者 

(1) 育成功労 

  ・会 長  山崎 好信（富士宮市） 

  ・副会長  小池 邦廣（沼津市） 

(2) 若手リーダー（令和６年度新設） 

  ・全老連と協議中 

(3) 優良老人クラブ連合会・優良老人クラブ 

  ・「シニアクラブ袋井市」(会長：奥之山 隆) 

  ・「（富士宮市）シニアクラブ舟久保」（会長:宮代高雄） 

(4) 永年勤続表彰   

  ・シニアクラブ静岡県クラブ活動推進嘱託員 金丸 茂樹 



報告事項（５） 

 

第５５回全国老人クラブ大会について 

 

１ 大会概要 

日時：令和８年１１月２６日（木 13:30 から） 活 動 発 表 

２７日（金 12:00 まで） 講演・式典 

   場所：とりぎん会館（鳥取県立県民文化会館） 鳥取市 

   

２ 募集参加人数 

   １５名程度 

（開催ブロック ２０名程度） 
 

３ 募集方法（案） 

以下の皆さんに参加を依頼する。 
（1）被表彰者       ６名 
（2）会長              １名 
（3）各市町老連会長   ３０名         
（4）理事・評議員等     １０名（各市町老連会長を除く）     
 

４ 行程（案） 

 案―１ ２泊３日 （岡山又は鳥取近郊温泉、鳥取泊） 

 

案―２ １泊２日 （鳥取泊） 

 

＜参考＞ 

  静岡（08：07） → 鳥取（12：59）乗換３回 17,170 円 

  鳥取（12：21） → 静岡（16：37）乗換１回 18,010 円 

  鳥取（14：21） → 静岡（18：37）乗換１回 18,010 円 



報告事項(６) 
 

令和８年度 関東甲信越静ブロック 

老人クラブリーダー研修会の開催について 
 

１ 概 要 
日頃の活動の実績と成果を確認し、高齢社会における活力ある地域づく

りに向け、各老人クラブリーダーの資質等の向上を図ることを目的に６月

24 日(水)、25 日(木)に掛川市つま恋リゾートで標記研修会を開催する。 

 

２ 研修内容 
（１）基調報告：「老人クラブの現状と課題」 

      （公財）全国老人クラブ連合会 

（２）パネルディスカッション 

     テーマ：「楽しいクラブ活動で健康長寿」 

      ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 小泉祐一郎静岡産業大学学長 

（公共政策学博士） 

    事例発表  

     ・静岡市老人クラブ連合会駿河区女性委員会 

     ・茨城県牛久市シニアクラブ連合会刈谷シニアクラブ 

・静岡県磐田市老人クラブ連合会シニアクラブ富士見会 

    ・静岡県長泉町シニアクラブ連合会 

 

（３）文化教養講座 

   テーマ：「古来日本音楽の検証」  

講師：前田健志：吟詠家/尺八奏者 

 

３ 参加人数 
◎ 全 体    ２６１名（24 日）、２３９名（25 日） 

（１）参加者  １７９名 

（全老連２名、各都県市１３０名、静岡県４７名） 

    （２）聴講者   ８２名（24 日）、 ６０名（25 日） 

 

４ 交流会 
   〇 ２３卓を設け、１卓につき静岡県参加者２～３名を配置。 

   〇 活動実例としてのレクダンスは３曲披露 

（1） キヨシのズンドコ節 

（2） ラーメン体操 

（3） みかんの花咲丘 

   〇 手作りのため、運営を支援頂く場合があります。 



報告事項（７） 

 

小山町シニアクラブ連合会について 

 

１ 概 要 

  令和８年４月１日付け小社団第４号により小山町シニアクラブ連合

会会長から「令和８年３月末日をもって退会する旨の届」が提出された。 

 

２ 退会理由 

社会情勢の変化に伴う会員数の減少及びシニアクラブ内での高齢化

の影響により、役員のなり手不足という深刻な課題に直面している。 

これを受け、組織の持続可能性を確保し実情に即した効率的な運営

を図るための「組織のスリム化」を断行することとした。 

 

３ 事務局（町社協）に聴取 

  ・７０歳になったらシニアクラブに入る等の不文律があったが、自分

で楽しめるからと有名無実化しており、役員の成り手問題で 100 人超

クラブの解散もあったため、会員数は７年度の 895 人から 600 人へ、

単位クラブも 13 から 11 へ減少している。 

  ・大半の単位クラブには新規入会は無く、既存の会員が年を重ねつつ

役員を続けているものの、年々仕事が困難になってきている。 

  〇こうしたことから、組織の在り方を１年掛けて検討することとし、

組織スリム化のため県連合会を退会した模様である。 

 

４ 県老連の対応 

以下の内容を事務局である町社協に伝えるとともに、会長あて各種

資料を添えて認めた。 

・小山町の高齢者福祉の後退を危惧するので、「高齢者福祉の増進」と

「地域社会の健全な発展への寄与」を目的とする既に存在するシニ

アクラブを生かす方法を考えて頂きたい。 

・役員の成り手や移動手段確保等の問題を解決した他連合会の実例は

大変参考になると考える。 

・「組織のスリム化」を検討する折には、クラブ内のみならず会長から

行政へ相談することも一つの方策となる。 

・県老連の門戸は常に開いているので、いつでも戻って来て欲しい。 




